
「ノ墾専舞楽」　と　r華冑等羅楽零落教官法墜　との懸…豊を考える ！｛｝5

〈小学校教義養成課程紛ギ教科導総数麿科躍〈小専科羅〉と「数縁欝窺翼窃等教科教育法1とめ繋達に鍵する瞬甕〉

　　　　「小専音楽」と「初等音楽科教育法」との関連を考える

　　　　　一全国の教員養成大学の「小事音楽」と「初等

　　　　　　　　　音楽科教育法」の現状と福島大学の現状から一

降　矢　美彌子催楽科教薄

墨　はじめに

　筆者は，　r教育実践醗究紀要」第貿号・潮懸そ

のiの，躍小事音楽量の環献と改善の課題」にお

いて，　褻小事音楽腰の現駿と課題についての考察

と篠轟大学音楽科の影小事音楽まについての報告

を行った。そしてそのなかで，学生の基礎的な音楽

の学力や能力の隠題点について指摘し，我が懸の

歴史的．歓会的な音楽科に録する意識の紙さが，学

生の奮楽に対する認識や基礎的な学力や能力の抵

さに越する認識や，学習意欲に大きな影響を与えて

おり，その結果，学生寂身の問題の認識や学費意

欲に誉さカず晃られ，潤題解決に大きな瀬難のある

ことを指擢多した。さて，本稿では，　新小專音楽ま

と「初等音楽科教蕎法達の関連に関する考察を行

うが，「鱗等舞楽科教育法」の背後にある問題も．

「小事音楽達の場合と購様である。

　本稿では，嬉めに全露の教員養成大学における，

議楽科教育の現職と課題を考察する§的で，筆者

が畜楽科の平欝公子教官と共瞬で行った．アンケ

ート講査の内の．ヂ小專音楽まと「趨等音楽科教育

法達の実態調査の蔀分について，橿鴎大学の堤駿

との賛二較検討を行い，次に，橿鶴大学のゼ小專番上楽ま

と　ゼ褥等二音楽孝導教育法窪の斑状と鰻3垂毒こ擁する報

告を行うこととする。

1至　全国の教員養成大学におけるゼ小

　専音楽まと「初等音楽科教育法まの

　現状と福島大学の現状

　筆者らは，欝鱒年捻嚢，全蟹の誌の教員養歳大

学を婦象に，教員養成大学の費楽科軟膏の環状と

課題を考案する弩的で，　ギ小事音楽まやF初等音

楽科教育法まの授業内容等についてのアンケート

調査を行った。以下，　ヂ小奪音楽達と彰初等音楽

科教育法まにわけて，その境栽の報告と揺蕩大学

の現横との箆較検討を行う。

　鱗答大学は乾校，懸答率は75．倉％，

答率は73．2％（戯校1であった。

内，有効麟

　茎　r小事音楽」

　僑　学隼，形縷零平均人i数，クラス分け，鐙婁

　　教官数について

　まず，絹講学年についてみてみると．表iから

瞬らかなように，2学年で開講する大学が璽．5％

（葺校／で最も多く，次いで，その纏1レ2年，

2・3年，3年，3・経年など）が3§．§％1照校1，

董学年が欝．5％（8校1であった。

　穰講の形態については，表2から瞬らかなよう

に演習・通年が§8、3％（28絞〉，講義・宰難が器．3

％｛鴛校〉であった。

　　　　表輩　騰講学卒　　　％｛梅

衰2　醗講形態

箆率醸箒数1

　重§．5（s｝

　盤．5｛豊7〉

　3§．（）｛垂導》

　欝倉、蟹尊爵

％鮫）

療　　　購　　建率｛鱒箸数1

濃霧・通年　　　　銘．3（2麟　　　　　　…

講義・春期　i　　2§、3（董2き

講　　方　i　　2．4（聾

講　　　　　　錯書．春綴1

蓑窪　肇ク予ス紛平均人数 ％鮫＞

項 套肇　　　　i　　　　　↓ 箆癖1鱗答数》

欝　入 娠 内　　i 厘．蟹2＞

賛　　～ i§ 人　　1 欝．518》

2雛　～ 2駐 入　　　　i 至7．董け〉

鋤　人 以 L　　　l 48．8｛2鯨

無 醸 笈揖　　　　　　1 7、凝3》

ビァノタラス
≡t・理論クラス

　　　　ア奄堰`i§λ！　　　　　一論人鎌■超

2．軽難

訴 ト i倉書．蟹尋i｝
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　董クラスの平均λ数は，表3から購らかなよう

に，麗人鎌上が銘．暮％（2β校1，次いで蓑～懲人が

難．5％18校1，臆～2§λが麓、i％／7校1であった。

また，クラスをピアノの進度等によって分けてい

るかについては，表4から購らかなように．分け

ている鴛．2％（5校〉，分けていない82、9％（34校〉

であった。

　　　　衰毒　クラス分纏《進度欝》％（稜〉

項　　　§ 比率縫1答数｝

分けている i2、2〈51

分1ナていない 82．蟹3麟

無　　隣　答 垂．獣2李

詩 鰺む．§儘》

衰5　雛講凝マ数　　％鮫》

項　　　§　　比率醸箒数〉

§コマ鍛■下　　　蕊．報醗

酵～欝コマ　　　　綴．71董31

雛コマ鍛上　1　　董9・5（81

無　麟　筈　　　　2、奴i》

詩　　　　　購、蟹鱒

　醐講コマ数については，表5から競らかなよう

に§コマ以下が鶴、藁％〈欝校1，6～欝コマが3L7

％〈i3撫で，iiコマ鍛．上は欝．5％絡梅と少なか

った．

　　　表§　握巌教官数　　　　　　　％（梅

擬§ 建率纒答数》 項嚢 銚率（嚢答数1

i名 蓬．§｛2》 7名 §．釈尊｝

2名 §．8〈勢 8名 護．蟹2》

3名 錘、§（麟 9名 7．3（31

尊名 i2、2｛51 董銘 §、8｛瞬

§名 欝．駁8》 i3名 4．獣2〉

6名 2．む量｝ 計 鰺毒．蟹戯〉

表7尊長教官数 ％（絞1

項目 艶薬麟答数〉 項§ 幾率（蕪答数｝

む名 2．珪G＞ 6名 §、8｛勇

i名 7．3｛3》 了名 i7．蓑7〉

2名 7．3（瞬 §名 2．4｛i〉

3名 22．駅帥 総名 2．鰻重》

尊名 9．8｛麟 無籔答 2．尊｛碁

5名 i7．i｛71 討 董騰．叙尊王》

　握当教官数については，表6から明らかなよう

に，5名が欝．蓬％〈8校〉で最も多く，3名i劇6％

臆鱗隼き寡

韓校〉，婆名建．2％〈5校1が続く。2名，7名，

婚名が9、8％縁校1であった。撞当教富の内，専任

教官数については，表7から明らかなように．3

名が22．魯％｛§校1で最も多く，次いで5名と7名

が，賀．i％｛7校1であった。

　以上のことから，全覆の教員養絞大学の「小事

音楽まは．半数透くの大学で2学年で聴講され，

開講形態は．約7割の大学において演習・通年で，

1クラスの平均人数は，約半数の大学で3銘厳一ヒ，

進度溺のクラス分けは，約8割の大学で行われて

いない。購講コマ数は．約単数の大学で5コマ以

下，掻当教官数1ま，半数透くの大学で3～5名で，

複数の専錘教官によって握当さ義ていた。

　福島大学のヂ小專音楽蓬は，欝9§年度から2学

年顯講とな童〉（表現系のみi学年聴講1，購講形態

は，演翼・通年であったが，簿綴年度よ準講義・

半難となる。茎クラスの人数については，．と鰻λ

数を論人とし，欝欝年度の平均λ数は約総名であ

る。また．進穫灘彗のタラス分けは欝9（》年度：まで1ま

鴛っていない。握当教官数は．専任§名である。

　「小專音楽」の重要性への認識から，クラスのむ

獲人数を設けていること，また，原則として専任

6名全員で握当するという申し合わせを設けて

いることが，壌馬大学のギ小專音楽」の特長であ

る。

　轡　海容について

　「小專音楽まの授業内容のうち，最も重要な内

容であると思う内容5つについて○印をつけても

らった結梁が，表8である。

　　　表謬　叢も重要と考える授業内容
　　　　　　（複数麟答〉　　　　　％較｝

簸縫　　霧　　容　　箆率醸答麹

1　・　　　歌　　　　　得麟3葺

21ア；蕉計1器1
3　卜

1総論鷹1
計藻　　典縁．灘
7　　　1｝コーダー　　‘　3§．叡蔦》

8i篶易楽器12蕪・灘｝
　　　　　→“�@麟　　　修　117」（7》
’春

纉ｶ葦音楽．鰍麟
浴@　　そ　　　の　　　魑　　1　　2．駁静　　　　　　ヨ
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　表8から聡らかなように，歌が7§．§％〈鍛校1で最

も多く，次いでピアノとピアノの儲奏法が§5．9％

（27校〉であった。単数を越える教官が，最も重要

な内容と懇答した内容は，歌，　ピアノ，　ピアノの

儲奏法，ソルフェージュで，次いで約尊罰の教官

が最も重要な内容として表現活動と楽典を上げた。

　　　衰馨　実藻に行っている授業内容
　　　　　　（複数羅答1　　　　　％鮫）

顯鐘 轟　　　容 箆率（麟答数）

玉 歌 8暮．獣33》

2 ピ　　ア　　ノ 75．叙3鯵

3 ピアノ儲奏 58．S雛〉

些 ソルフェージュ 灘．董｛23》

5 表　饗　活　動 銘．3（脇

§ 楽　　　　　典 3§．叙搬

7 瞳　コーダー 2§．3｛鋤

8 簿　易　楽　器 2垂．尋（鰺｝

§ 麟　　　　　作 i7．ヱけ〉

膿 転　続　楽　器 9、8｛尋〉

簸 そ　　の　　飽 9．8｛虜

　一芳，実鰹に授業で背っている内容については，

表§から購らかなように，歌が齢．§％《33校1で最

も多く，次いでピアノ75．6％〈鍵校），ピアノの伴

奏法が認．5％《2喋絞1．ソルフェージュ5§．i％（23

校〉となっている。楽典についても，39．倉％（欝

校〉擾われている。

　現場で多く使われている瞬コーダーや簡易楽器

は，それぞれ2§．3％軽2校〉，塞、略％〈鎗絞）で，そ

れほど多く搬われていなかった．また最も重要な

ものとして認識されている内容で5位の表饗活動

は．実際には婆8．8％⑫磐校1擾われていた。麟維

と伝統楽器は，最も重要な内容であると露答した

算．董％〈7校＞，§．8％〈4校〉がそのまま，それぞれ

実際に行っている内容として麟答していた。

　伝統楽器や蟹作的な海容は．今諺では新たな形

でその重要健が指摘されているが獣境実には．ま

だ．その対癒は，充分であると1ま言い難い。

　さて．類鶴大学の場合は，原則として専修6名

全員で握当しているところがら，歌麩，ピアノ，

楽典，ピアノの儲奏法の婆つを重点課題であると

申し合わせ，この尋つの内容については，共通の

目標のめやすを取弩決めて，授業を進めているが．

その簸の内容1こついては，それぞれの教官の甥擬

に任され，撞当教官によっては．箏の実技や麟作

などの内容も癩えている⑪

　2　ゼ締等音楽科教育法ま

　鱗　学隼，形態，平均人数．クラスづ｝け，燈盞

　　教官数について

　まず，購講学年についてみてみると，表欝から

瞬らかなように，3学年で開講する大学が53．7％

（22校1で最も多く，次いで，その亀12・3年，2

～4年〉が2§．8％（蓑校〉，2学年が婚．5％綿校〉

であった．

　聴講の形態については，表iiから聡らかなよう

に，講義・業期が繧．む％（器校〉，演習・通年が3§．§

％（蔦校1であった。

　授業の玉クラスの平均人数は，表i2から明らか

なように，簿～89λが器．3％〈鴛校〉，次いで灘入

以内が2嘆．尋％（欝校〉，5i～6§入が慧．6％（§校〉で

雪§入以．Lは，鴛．2％（5絞〉であった。

衰欝　開講学葎

　　　　　％（撫

その鯛

　轟

表鷲　騒講形態
％〈梅

表謹　董クラス砂平均人数
　　　　　　　　　　％｛枝垂

項　　　§ 鷺率纒答数1

5毒　入　蹉　内 2尋．尋（欝〉

5玉　～　齢　入 慧．戯61

簿　一一　8§　入 2§．3（墨2〉

韓　～i欝　人 7．3｛3〉

i葺人　以　と 4．蟹2｝

その饒灘大繭後 2．藪董1

不　　　　　覆 i2．215〉

無　　瞬　　筈 尋．蟹2聾

舞 i総、舞綴〉

　開講コマ数1こついては，表欝から瞬らかなよう

に．2コマ26．8％穏梯，5コマ以一L22．魯％韓校》，

3コマ欝．き％綿校1で，3コマ以一L麗講している

大学は騒．2％《盤絞〉あった．

　撫当教官数については．表Mから畷らかなよう

に，2名が凝．7％（捻校1で簸も多く，次いでi名

29．3％（建校1であった。3名以上も3玉、7％｛捻校〉



鴻8　福編大学教糞実践醗甕紀要第雅号

あった．撞盛教官の内，専任教官数については，

表欝から瞬らかなように．2名が認．6％1総絞／で

最も多く，次いで玉名鑓．7％蘇3校1であった。

表総　聴講轟マ数
％〈撫

衰鱗　橿当教官数
　　　　　　％（絞）

鰭率｛欝答数｝

　7．3｛3）

9．8（達〉

22．蟹鱗

i2．2｛麟

表舞　専任教官数

　　　　　　％鮫1

　以上のことから，全溝の教員養絞大学のゼ初等

音楽科教育法」は，約単数の大学で3学年で聴講

され．絹講形態は，約6割の大学が講義・業期で，

クラスの平均人数は，約7割の大学で89名以下で，

開講コマ数は3コマ蟻一しの大学が，約半数であっ

た。また，掻巻教官数は玉名，或は2名の大学が

約§割であったが，5名以上で鴛っている大学も

エ割余あった。

　さて，福鋳大学の「初等音楽科教鳶法謹は，3

学年の欝1講で，醗講形態は演習・通年，クラスの

平均人数1ま懸人，羅講コマ数は4コマ，撞基数

官数1ま2名で，iクラスを半難ずつ分麺し，さら

・欝欝牢薯舞

に，教科としての新講等音楽科軟膏法3の重要性

の認識から，纏の専門教官尊名が，ギ小学校学習搭

導要籏まの内容に欝わった專費的内容を，圭コマず

つ難業している。また，離属絞等の教諭が．現場の

授業の実際的な内容について，欝欝年慶は，蓬コ

マの講義を行った。

　教季｝教＝海法携縛麗警1の纏戚、翫跨問題から，至ク

ラスの平均人数は65名であるのに，実際には鱒

名，臆倉名のクラスがあるという問題がある．

　②　海容について

　ゼ褥等音楽科教欝法まの授業内容のうち，最も

重要な内容であると思う内容5つについて○葎を

つけてもらった結果が，表驚である。表から瞬ら

かなように，教材藩究が82、9％《鍵校〉で最も多く．

～欠いで教授法§3．建％（26校》で，単数を越える教官力～

最も重要と毯答した内容はこの2っの内容であっ

た。次1こ歌と合唱43．§％韓8較1．授業案3§惑％（焉

絞1，学習指導要籏，蟹追約音楽学習が3魂．i％（欝

稜／で，摸擬授業縫．7％〈捻校1が続く。これらの

内容が，3割を越える大学で，糊等音楽科教畜

法墨の最も重要な内容として認識されている。

　　褒毬　叢も重要と考える授業内容
　　　　　（複数露答1　　　　　％鮫》

顯笹 羨　　　容 建率纒警数》

i 教　麺　欝　究 82．蟹3勇

2 教　　授　　法 63、駅2瞬

3 歌　と　合　隠 43．蟹i8》

垂 授　　業　　案 36．蟹麟

5 学馨鴛導要領 34、玉《碕

5 麟造的唐楽学習 3逢．至（轡

7 摸　擬　授　業 3隻．7傷〉

呂 音楽教薄史 2§．8｛麟

§ ピアノの讐奏法 2尊、蟹轡

灘 楽器と合奏 22．蟹勢

欝 鑑　　　　　賞 22．叙鯵

玉2 伝統毒薬の理論 舞．艇麟

玉2 ソルフェージュ i蓬．艇麟

i珪 騨　　　　　簸 §．8（蔀

麺 楽　　　　　典 警．8（麟

i6 秘声や編醗 7．3（31

鰺 嶽統音楽の美妓 7．3（3》

i8 麟　　　　　鐸 護．蟹2〉

i8 指　　　　　擁 尋．獣2｝

監8 音　　楽　　史 尋．蟹2）

そ　　の　　飽 §．8（4〉

　…方，実際に授業で馨っている内容については，

表i7薄地ら韓舞ら毒、なように，最も重要な凄受業内容と



罫ノ恥辱音楽」　と　旺雑多等蓋多楽毒導教官法」　との鼕鼕連を考える 玉韓

認識されている教材醗1究が，92．7％（38校1と最も

多く，次いで歌と合唱と教授法が携．§％｛25較〉，授

業案が5§．至％（23校〉，学習指導要領が§3、7％（22

校〉．鑑賞が灘．2％〈盤校1で，これらの内容は半数

を越える大学で搬われていた。ピアノの俸奏法や

模擬授業も鞍．5％〈鴛校1と約藁割の大学で擾われ

ていた。新たに学習搬導要領の内容となった麟造

的音楽学習も誕．i％〈麺校〉と約3割の大学で籔わ

れていた。…一方，伝統音楽の運譲は6校《賛．6％1

で最も重要な内容であると認識され，，　8校縫9．5

％1で搬われていた。伝統音楽の実技の取鞍機い

は，i割に満たなかった。

表欝　実際に得っている授業内容
　　　｛複数懸答1　　　　　　％（梅

容 箆率｛縷笹薮）

聡　「小事音楽」とギ窃等音楽科教育

　法まとの闘わ奪鑓こついて

　すでに簸の全醗の教員養絞大学における「小專

音楽まとヂ初等音楽科教育灘の現麟と擾轟大学

の舞歌紅おいて，福馬大学の新小專春楽」とr靭

等音楽科教蕎法達の堤駿と教科内容，その特長に

ついて達べた。

　音楽科では欝髄年度から「小專音楽」が講義・

単離掻いになることにともなって，磯究会をもっ

て，教科内容等の検討を行った。

　i鱒春年度の共選の目標のめやすは以下のような

ものであった。
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董

2

2

塁

§

7

§

欝

欝

i2

i2

腿

［
9

重

婚

i7

i8

茎8

i§

内

甕
醗

醗
合

梅
と

教
歌 嚴．頓量器）

教　　授　　法 暮董．蟹2溌

授　　業　　案 器§、董｛23〉

学署蚤導要鎖 53．？（22》

鑑 賞 5董．2《2i〉

ピアノの搾奏法 璽．暮（董71

膜　擬　授　業 戯．5｛i71

ぎ楽教青史 36、駁墨51

麟造的音楽学習 34．i《玉魂〉

楽
懸
ハ 3尋、董（蓋嘆〉

穏声や編慈 29、3（i2》

ソルフェージュ 2§、3（i2》

評 極 26．8（至聖｝

捲 揮 24、4｛欝

楽器と合奏 22、叙鯵

伝統音楽の理論 欝．獣麟

音　　楽　　史 至2．2｛5》

麟 作 i2．2（5》

法統音楽の実技 §．8（尋1

そ　　の　　簸 §。8｛櫛

i〉歌　難醤…小学校ヂ学習指導要劇の歌購

　共通教材を心懸慧扱う。

2》ピアノ…「バイエルま総番程度

虜楽　典…小学校ギ学習指導要製の籍糞

垂〉倖奏法《弾き歌いも含む1…小学校ゼ学習

　指導要領」の舞糞繕共通教材を㎜一麟1ま搬う。

　欝欝年度については，教韓や教授法の検討を行

うことを麟提に，欝欝年度のめやすを踏まえて次

のような共通の霞標のめやすを定めた。

i）ピアノ…「バイエル」8春番程度

　楽　典1小学校新学醤指導要領獲の範鰍

はピアノ指導に含めていく。

努力目標として，歌隅（小学校歌購共通教

材1，儲奏法についても可能な獲辱追及する。

　徳島大学の場合は，率無声や編醸と摸擬垂受業を罷会

いて，内容の項目の全てを取葦）籔っている。また，

擾当2教官に換えて，4名の專蕪教官が，小学校

の教科内容を専潤に関わって，歪コマずつ掻塾し

ていることによる授業内容の豊富｛ヒと，伝統音楽

のわらべうたやわらべうたによるソルフェージュ，

また．飼造的な音楽学習を積極的に取妻）搬ってい

ることに特長力ごある。

　すで峯こヂ謬尋、専音楽遇の現駿と改善の課題まにお

いて逮べたように，　ヂ小事音楽まの内容は．小学

校音楽科の豊富な授業内容に舞癒するべきであっ

て，技術の習得にとき〉わけ懸難の多い．ピアノ指

導に偏するべきではないという理念の一方で，ピ

アノの初心者響、倉％〈欝§毒年度1という現実のなか

で，教員採羅試験や環場からの強い要請を受けて．

1§盤年度以緯の福鶴大学の「小事音楽」はピアノ

申毛・でという共通の鷺標1こ至ったのである。

　「初等舞楽科教育法まについては，これ，を受け

て，今後，実技的内容，すなわち歌麩，ピアノの

伴奏法，換えて，楽羅演奏〈伝統楽器も含めて〉な

どと，理論的内容，すなわち教材醗究，教授法，授業

案．音楽教斉愛などと，麟造的な学習などについ



i欝 福島大学軟膏実践醗究紀要第玉§号 醗輝き捲

ての内容的な見直しと精選が求1められよう。なお，

模擬授業については，教育実習の基礎実習におい

て，教科全体で取鯵緩むことになっている。

　音楽科としては，大学饒発足にともなって鑑じ

た，　ド小事音楽」の新たな課題を積極的1こ受けと

めて，試行錯誤を繰鞍返しながら，　「小奪音楽謹

と　「初等音楽審尋教畜法達とのよ摩有機的な関わ陰

について，今後穣討を深めていきたい．

注

鱗　文語省ヂ小学校学習指導要額墨平繍元年3月

　5・6年の表瑳
　　「麩露な発想で即興的に表考量すること纏茎｝．8｛》・82

　5・§年で取を》上げる縫律楽器

　　ヂ第§学年及ぴ第6学年で取零上げる縫律楽器は，

　　號習の楽器を含めて，管楽器，打楽器，電子楽器，

　　秘楽器及び諸外馨の残族楽器などの中から学校の

　　実欝に慈じて選叛すること纏夢．8遵


